ヘッドホンアンプ内蔵ワイヤレスステレオヘッドセット 

ATH-BT05 


取扱説明^_ (^audio-technica 


お買い上げありびとラございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用ください。 
また、保証書と一緒にいつでをすぐ読める場所に保管しておいて<ださい。 


安ま上のを意 


本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますび、使いかたを誤ると事故び起こることびあります。 
事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


A を険 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ可能性び切迫してい 
ます」を意味しています。 

A 警告 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ可能性びあります」 

を意味しています。 

A ミち意 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び傷書を負ラ、または物的損書び発生する可 
能性びあります」を意味しています。 


〔本な:について） 


A 警告 


• 病院などの医療機関' 医療機器の近<では 
本製品を使用しない 

電波の影響によって機器の誤作動び発生し、 
事故の原因にな D ます。 

• 本製品を航空機内で使用しない 

電波び影響をおよぼし、誤動作による事故の 
原因となる恐れびあ0ます。 

• 本製品を自動ドアや义災報知器などの自動制御 
機器の近<で使用しない 
電波び影響をおよぼし、誤動作による事故の 
原因となる恐れびあ0ます。 

♦ 異常に気付いた5使用しない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷などび 
ありましたら、 （ AC アダプター使用の際はすぐに 
コンセントから抜さ）お買い上げの販売店か当社 
のサービスセンターに修理を依頼して < ださい。 


• 分解や改造はしない 

感電、故障や火災の原因にな D ます。 

• 強い衝撃を与えない 

感電、故障や乂災の原因にな D ます。 

• 濡れた手で触れない 

感電やけびの原因にな0ます。 

♦ 水をかけない 

感電、故障や火災の原因にな D ます。 

• 本製品に異物(燃えやずい物、金属、液体など)を 
入れない 

感電、故障や火災の原因にな D ます。 

参巧などでおおわない 

過熱による义災やけびの原因にな0ます。 


〔リチウムポリマー電池（内蔵)について) 


A を険 


• 電池の液び目に入ったとさは目をこず5ない 

すぐに水道水などのされいな水で充分に洗い、 

医師の診察を受けてください。 

♦電池の液び漏れたときは素手で液を触6ない 
•液び本製品の内部に残ると故障の原因にな0ます。 
電池び液漏れを起こした場合は、弊社サービス 
センターまでご相談 < ださい。 

■万び一なめた場合はすぐに水道水などのき。いな 
水で充分にラびいをし、医師の診察を受けてください。 
•皮膚やを服に付いた場合は、すぐに水で洗い流して 
ください。皮膚に違和感びある場合は医師の診察を 
受けて < ださい。 

♦ 义の中に入れない、加熱、分解、改造しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな D ます。 


• なを刺したり/ \ンマーで P 口しげこり踏み付けたりしない 

発熱、破損、発火の原因にな D ます。 

♦ 落下させたり強い衝撃を与えない 
液漏れ、発熱、破裂の原因にな D ます。 

• LU 下の場所で使用、放置、保管しない 
•直射曰光の当たる場所、高温を湿の場所 
•炎天下の車内•ストーブなどの熱源の近く 
液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因にな D ます。 

♦ 水に濡 6 さない 

発熱、破裂、発火の原因にな D ます。 

• 付属の充電用 USB ケーカレおよび指定の USB 
対応 AC アダプター(別売) LU がは使用しない 
故障や乂災の原因にな D ます。 


使用上のを意(つづを) 


• 本製品は長い間使用すると、紫外線脂に直射日光)や摩擦により変色することびあります。 

• 本製品をそのままノ くッグやポケットなどに入れるとコードび弓1っかか D 、 断線の原因にな D ます。 

• コードは必ずプラグを持って抜さ差ししてください。コードを弓 I っ張ると断線や事故の原因にな D ます。 

• コードを本体に巻さ巧けないでください。断線の原因にな D ます。 

♦-度かしたイヤピースをヘッドホンに付ける腳ホ、確実に取り付けられてし巧かを確認してください。 

脱落したイヤピースを耳の中に残ったままにすると、けびや病気の原因になります。 

• 無音状態や再生中の巧間などに r ヴー」といラノイズび聞こえる場合びあ0ますび、故障ではあ0ません。 


S / L / eto がわ機器について 


本製品は 2.4 GHZ 帯の周液数帯域を使用します。この周波数帯域を使用する他の機器との電波干渉を避け 
るために、下記事項をお読みのラえご使用ください。 

本製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業•科学•医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用 
されている移動体識別用の構内無線局(免許び必要)、特定ノ」\電力無線局(免許び不要)、およびアマチュア 
無線局(免許び必要)び運用されています。 

1 . ご使用の前に、近<で移動体識別用の構内無線局、特定ル電力無線局、およびアマチュア無線局び運用されていない 
ことを確認してください。 

2. 本製品の使用によ0、万一、移動体識別用の構内無線局に巧して有害な電波干渉び発生した場合には、速やかに 
本製品の電源をお切0<ださい。そのラえで当社相談窓□にご連絡いたださ、ミ居信回避のための処置（例えば 

ノてーテーシヨンの設置など）につし、てご相談くださし、。 

3. そのほか、移動体識別用の特定ル電力無線局またはアマチュア無線局に巧して有害な電波干渉び発生した場合や、 

ご不明な点びございましたら、当社相談窓□までお問い合わせください。 


参本製品は、電波法に基づ<ル電カデーター通信システム無線局設備として技術基準適合証明を受けてお D ます。 

無線局の免許は必要あ D ません。 

• じ(下の行為は、法律で禁じられています。 

-分解や改造を行なラ。 ^ 

-本体に貼付の技術基準適合証明ラベル （ マークを含むラベル）をはびす。 

• 本体の表示について ^ 

つ 4 F I I 1 I この無線徽ま 2.4 GHz 帯を使用し、変調方式として FH-SS 変調方式を採用し、 

‘ I ち干渉距離は 10 m し i (内です。 

参使用可能範囲 

本製品は送信側日山が〇〇化機器から約] Om の範囲でご使用いただけますび、本製品と送信側 Bluetooth 機器の 
間に障害物びある場合や建物の構造などによっては使用可能な距離び短 < なる場合びあ0ます。 

参ほかの機器との影響 

電子レンジ-デジタルコードレス電話-無線 LAN を使用する機器- e / uetoDf /7 など、本製品と同じ 2.4 GHz 帯の電波 
を使用する機器の影響によって音声び途切れることびあ0ます。同楠こ、本製品の電波びこれらの機器に影響を与 
える可能性びあるため、干渉しあラ機器同±は離して設置してください。 

• S 山が〇〇化通信時に情報の漏洩び発生してち、当社では一切の責任を負いません。 


后/ uetoo が7巧応パージョンとプ□ファイル 


本製品は下記の S 山が〇〇かパージョンとプ□ファイルに対応しています。 

■ 通信ち式：白 / U が日がわ標準規格 Ver2.1 +EDR 準拠 
■ 対応 巨 luetooth フロファイル: 

• A2DP(Advanced Audio Distribution Profile) :ステレオ音質の才ーディオデータを 

送受信するためのフ□ファイル。 

• AVRCP(Auclio/Vicleo Remote Control Profile) :再生、停止、スキップ、音量調整など 

AV 機器を操作するためのフ□ファイル。 

• HSP(Heaclset Profile) :通話/携帯電話の発着信をするためのプ□ファイル。 

• HFP(Hancls-Free Profile) :八ンズフ U- で通話/携帯電話の発着信をするためのフ□ファイル。 
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A ミち意 


• 機器を使用したおとは必ずスイッチを切る 

液漏れの多くは、スイッチの切り忘れによる電池の消耗び原因です。 


■ 本製品を廃棄する場合リサイクルのお願い 

内蔵充電池は U サイクルできます。 

本製品を廃棄するにあたり、リサイクルにご協力いただける場合は本製品を 
下記宛先まで着払いにてお送り < ださい。 

なお、電池を取り出したあとの本製品は返却いたしかねますので予めご了承ください。 

Li-ion 〇送り先 

干 91 已 -0003 福井県越前市戸谷町 87- 1 
株式会社テクニカフクイサービス課宛 
TEL: 0778 -2 己- 673 巨 

■ 内蔵巧電池の交換のしかた 

本製品を充分に充電してを使用時間び短 < なった場合は、内蔵充電池の寿命び考え5れます。 

内蔵充電池の交換は、お客様ご自身で行なわず、当社サービスセンターへご相談ください。 

〇ヴービスセンター 0120 -887-41 日 

携帯電言舌. PHS などのご利用は 03-674 己一 0212 


〔ヘッドホンについて") 


A 警告 

♦自動車、バイク、自転車など、栗0物の運乾中は 
絶対に使用しないで<ださい。 

交通事故の原因とな0ます。 

• 周囲の音び聞こえないと危険な場所（踏切、駅の 
ホーム、工事現場、車や自転車の通る道など）では 
使用しないで < ださい。 

• 本製品は密閉度び高く、か部の音び聞こえにくく 
なります。 

周囲の音び聞こえる音量で、安全を確かめなびら 
ご使用 < ださい。 

• イヤピースは幼おの手の届かない場所に保管して 
ください。 


A ミち意 

•耳をあま0刺激しない適度な音量でご使用ください。 

大音量で長時間聞 < と聴力に悪影響をちえることび 
あ D ます。 

• 肌に異萬を感じた場合は、すぐにご使用を中止して 
ください。 

• 分解や改造はしないでください。 

• 本製品を使用中に気分び悪<なった場合は、すぐに 
ご使用を中止してください。 

♦へッドホンを耳からがしたとさは、必ずイヤピース 
び本体に付いているかご確認ください。 

イヤピースび耳の中に残0取0出せない場合は、 

すぐに医師の診察を受けてください。 

♦本製品は耳をふさぐ形状のため、蒸れによ0 
かゆみなどを感じることびあります。 

その場合は一旦ご使用を中止して < ださい。 


使用上のを意 


• ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書を必ずお読み<ださい。 

• 本製品を使用時に万ーメモ U —などび消失してを、当社では一切の責任を負いません。 

• 交通機関や公共の場所では、他の人の迷惑にならないよラ音量にご注意<ださい。 

• 接続する際は、必ず機器の音量を最ルにして<ださい。 

•乾燥した場所では耳にピ U ピ U と刺激を感じることびあります。 

これは人体や接続した機器に蓄積された静電気によるをのでヘッドホンの故障ではあ0ません。 

• 強い衝撃をちえないで < ださい。 

• 直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、高温多湿やほこ D のをい場所に置かないで<ださい。 

また水びかからないよラにして < ださい。 ^ 

⑥ 


各部のち觀とち続のしかた 



防止します。 


■ 接続のしかた 



※本製品は付属のヘッドホンし U かを使用できます。 
ただし、スマートフオン用などの4極ミニプラグの 
ヘッドホンには対応しておりません。 


④ 















































































表巧画面について 


ヘッドホンを®用する 


本製品を操作すると表示画面にアイコンなどが表示されます。 

本製品の操作状況に応じて、着信電話番号、電池残量や日本語楽曲タイトルなどが表示されます。 
通話ボタンを短巧しすると表示画面に接続:!犬況に応じてアイコンなどが表示されます。 


【電池残量表示】 

残量パー 


. 

満 

S . 

中 

Q . 

ル 

II (点滅） . 

要充電 


【接続時(待機時)】 


^田田 ( SS 3 のの誦 


どのプ□ファイルで接続しているかを 
お71^します。 

* 接続時の表示は携帯電話によって 
異なる場合びあります。 


【ペアリングモード閒 



憶信時】 


1+- RECEIVING 


ご使用の携帯電話によっては発信を 
の番号や発信者名などを表示する場 
合があります。 

非通知設定の場合は、表示されません。 


【充電中】 


残量バー' 

残■ノ く一がゆっくり点滅します。 


【音量表示】 


VOL 12 


音量 ボタンを操作すると表示します。 

0か!514までの1已段階で切り換える 
ことができます。数字とレベルメーター 
にて現段階がわかります。 


【 A 2 DP 接続時煤曲操作時)】 


i 


接続機器が AVRCPl .3 LU 上で、楽曲 
タイトル送信機能に対応している場合、 
日本語楽曲タイトルを表示します。 
日本語楽曲タイトルは、3秒後に左へ 
スク□—ルし消灯します。 

タイトルが長い場合は、表示されない 
場合があります。 



【発信時】 



CALL 


⑥ 


1. 本体の¢3.已 mm ステレオミニジャックに付属のへッドホンを接続します。 

2 . 本製品の ‘‘ L (左)"の表示側を左耳に、 ‘‘ R (も)’’の表示側をもちに装着し、 
イヤピースを調整します。 



ペアリングを巧な5 


接続する機器をあらかじめ登録しておく手順です。 

Bluetooth 機器では、接続する機器を最初にペアリングしておく必要があります。 

※接続する機器の取説説明書をあわせてお読みください。 

※ヘッドホンを接続している場合は、ビープ音を確認することびできます。 

1. 相手側 S / ue ゎ0化機器び、本製品の Im 政内にあることを確認してください。 

本製品の電源び切れてし债状態で電源/ホールドボタンを左へスライドさせて、 

3秒!;^上長巧しして < ださい。表示画面に⑥ audio-technica び表示され電源び入ります。 

2. ペアリングボタンを3秒じ(上長巧しし、ペア U ングモードにします。 

表示画面にペア U ングマークとヘッドホンから r ピーポポ」とビープ音び鳴り、 

ペア U ングび開始でさる状態になります. 

※ペア U ングには時間びかかる場合びあります。 



3. 相手側 Bluetooth 機器でペア U ング操作を行ない、本製品を検索します。 

相手側 S / ue わ0め機器の画面に、検出した機器の一覧び表示されます。 

本製品は 「 AT - PHAO 已 BT 」 と画面に表示されます。 

4. 相手側がり e わ0め機器の画面に表示されている 「 AT - PHAO 己巳 T 」 を選択します。 
※ネ目手側 Bluetooth 機器の画面でパスコードを要まされたら「0000」と入力します。 

本製品の表示画面に Bluetooth のマークび表示され机ま’ペア U ング完了です。 


⑦ 


巧電のしかた 


ペアリングを行な3 (つづを） 


本製品はリチウムポリマー巧電池を内蔵しています。 

ご使用になる場合は、必ず本体を巧電してください。 

* 充電中は Bluetooth の接続び切れますので、本製品を使用することはできません。 

* US 日対応 AC アダプター(別売)でも充電することびできます。詳しくは1已ぺージをご参照ください。 


1本製品のキャップを外し、マイク nus 日ジャックに付属の充電用 USB ケースレを接続します。 

2. 充電用 US 目ケースレをパソコンの USB ポートに正しく接続します。*1 【充雷中©表お画面] 

3. 充電び開始されると本体の表示画面に Q マークび点打し、残量パー 残量バ- 


び点滅します。充電開始か5約3時間で充電完了となりますを 2 
満充電時は、残量ノ (一び全点打します。 

4.充電用 US 目ケースレを外します。自動的に電源び OFF になります。 


叫叫心0心折 


《1正しく接続されてし)ない場合、本体の0マークは点なしません。 
※吕空の充電池を充電完了にするための目をの時間です。 

がある場合口ん短い時間で充電完了にな D ます。 


電池残量た'巧 

義就阔图1 


【満充電時の表お画面】 

|| 



電池残量が少なくなつた場合 0 マ-クが点口します。 

警告音び鳴り、0マークび点滅します。 

本体の電池び完全にな<なると終了音び鳴り、電源び自動的に切れます。 

□ マークび点滅しはじめたら、充電してください。 


■规ミ因閒封岂麵 ■? 巧 fH 团岂 f 

連続通信(音楽再生時間を含む）：最大約8時間 約3時間 

連続待ち受け：最大約200時間 * 使用条件により異なります。 

* 使用条件により異な D ます。 


• 本製品は li (下の原因などにより、充電中に異常びあると、充電び完了してしげよくても残量ノ く一び全点なすることびあります。 
-動作保証温度範囲 (5 °C 〜 45° C ) からがれる場合 
-充電式電池に問題びある場合 

この場合、ちラー度上記の温度範囲内で充電を行なってください。 

それでち充電されない場合は、当社のサービスセンターにご相談ください。 

• 初めて充電を行なったとき、または長い間使用しなし化きは、充電式電池の持続時間び短くなることびあります。 

何回か充放電を繰り返すと、通常どおり充電できるようになります。 

• 使用可能時間び通常の半分ぐらいに化下した場合は、充電式電池の寿命と考えられます。 

充電式電ミ也の交換については、お買い上げのお店、または当社のサービスセンターにご相談ください。 

♦急激な温度変化や、直射日光、結露、砂、ほこりや電気的な衝撃を避けてください。 

また駐車中の車内には、絶対に放置しなしでくださし、。 

• 本製品とバソコンを接続中に、バソコンび省電カモードになると正しく充電できません。 

接続を行なラ前にノてソコンの設定を確認してください。ノてソコンび省電カモードになると充電マークは自動的に消'なします。 
この場合は、充電をやり直してください。 

♦接続の際は付属の USB ケーブルのみを使用し、直接接続してください。 USB 八ブ、 USB 延長ケーブルは使用 
しないでください。 USB ケーブルは USB ポートの奥までプラグを持ってしっかり差し込んでくださし、。 


【H FP 接続 時】 

度晒_ ®l 

【HSP 接続閒 

度！!§3 @1 

|八20ド接続時】 

を M @1 


を ！!93 m 

【 HSP . A 2 DP 接続時】 

を CSS 晒 Q @1 

【 未接続時】 _ 

を GP3 css 晒 Q @1 


※複数のフ□ファイルを接続する場合は、2〜4のペア U ング手順を複数回繰り返す必要びあります。 

※一部機器によっ口ん自動で Bluetooth 接続を行ない、対応したプ□ファイルを読み込む機器びあります。 

詳し < は接続する機器の取扱説明書をご確認 < ださい。 

※己分!^ソ内にペアリング作業を完了しなかった場合、本製品のペア U ングモードは解除されて、 

電源び切れます。この場合、をラー度最初からペア U ングを行なってください。 

※リセットボタント13ページ）を押してもペア U ング情漸ま削除されません。 

■ 一度ペアリングを行なってち、 m 下の場合は再度ペアリングが必要です。 

- 9台 la 上の Bluetooth 機器をペアリングしたとき 

(本製品は最大 S 台までペア U ング登録できます。8台ペア U ング登録したあとに、新たな機器の 
ペア U ング登録を行なうと、接続した日時びもっともちい機器のペア U ング情報び、新たな機器 
の情報で上書さされます。） 

-本製品のペアリング情報が消えてしまったとき 
-巧手側 Bluetooth 機器で本製品の接続履歴情報が削除されたとき 


■ Bluetooth 対応携帯電話の情報について 

Bluetooth 対応携帯電話の適合 U ストについては、当社ホームページでご案内しています。 


【PC サイト】 http://www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 
* T 日 P ページ > 一般製品 > 製品適合リスト 
【モバイルサイト】 www.audio-technica.co.jp/i/ 
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⑥ 













































































































































音楽を聞 < 


音楽再生中に通話する 


本製品は、 Bluetooth 無線技術におけるコンテンツ保護方式の1つ、 SCMS - T 方式に対応しています。 
SCMS - T 方式対応の携帯電話やワンセグテレビなどの音楽（または音声）を聞くことびできます。 
操作を行なう前に L ソ下の内容をご確認くださし、。 

• 送信側 S / uetoo 化機器の電源が入っている。 

• 本製品と送信側 S / uetoo 化機器のペアリングが完了している。 

• 送信側 B / uetoo か機器が音楽送信機能に対応している。（プ□ファイル： A 2 DP 《） 

※プ□ファイルについては3ぺージの 「 B / t / etoo め対応パ‘ージョンとプ□ファイル J を参照ください。 


送信側がり e わ0め機器び機器操作機能 
( S / t / e わ〇めプ□ファイル： AVRCP ) に 
対応している場合は、本製品の操作ボタンで、 
送信側 S / ue わ0め機器の操作びできます。 

* 送信側 Bluetooth 機器によっては、操作に 
対応していない場合びあります。 





終了音び鳴り、電源び切れます。 


信量+ボタンを押したとさの表示画面】 【音量ーボタンを押したときの表示画面】 


音楽再生中に通話をするには、 A 2 DP だけではなく、 HFP または HSP での Bluetooth 接続も必要です。 

「通話する」 （ 1〇ぺージ)の手順に従って、お持ちの携帯電話を HFP または HSP で 
Bluetooth 接続してください。 

※詳し < はお持ちの携帯電話の取扱説明書を参照 < ださい。 

S / ue わ0め対応の携帯電話を操作して、 A 2 DP で本製品と 巨 luetoo 化接続し、 音楽を再生します。 


通話ボタン 


着信びあると音楽び一時停止します。 

着信時は表示画面に、<1 > び表示されます。 

同時に着信音び聞こえます。 

※携帯電話によっては発信ちのま号や発信ち名などを 
表示する場合びあります。 

1.着信中に本製品の通話ボタンを約1秒短巧しして、通話を受けます。 

2竜話を切るには、本製品の通話ボタンを約1秒短巧しして、通話を終了します, 
本製品び音楽再生に戻ります。 




音楽再生中に通話ボタンを2秒政上長巧しし、 

リダイヤルします。 

発信時は表示画面に、<2> び表示されます。 

音楽び一時停止し、最後にかけた電話番号に発信します。 


<1> 着信中表示画面 

卜 RECEIVING 


<2> 発信中表示画面 



CALL 


エフェクト機能について 


エフェクトボタンでエフェクトモードを切り換えることびでをます。 

エフェクト機能は 、 SRS Labs , Inc び開発した SRS WOW HD ™ を採用しています。 

※出荷時はエフェクトモードび OFF にセットされています。 

C rc /g) この技術は、オーディオの再生音質を著しく改善し、深く豊かな f 氏音再生、 

高域の音の抜けの良さと巧に迫力のある立体音場を体験していただけます。 
就备@は、 SRS Labs. Inc. の商標です。 

WOW H □技術は、 SRS Labs Inc. からのライセンスに基づき製品化されています。 


③ 



音楽再生中にエフェクトボタンを短巧しすると、ビーフ音び r ピッ」と鳴ります。エフェクトモードび切り換わり、 
表示画面にエフェクトモード名び表示され1秒後にスク□ールして消えます。 

MUSICXDYNAM に >=> MUS に <BASS BOOST >^ MOVIE づ GAME づ OFF の順に表示を繰り 
返します。お好みのモードをセレクトしてください。 


エフェクトボタン 


を画面 


音楽再生中に短押しすると、 

エフェクト機能び動作します。 

※音楽ソースによっては、エフェクトにより 
音び歪む場合びあります。 

その場合は、エフェクト機能を OFF にして 
ご使用 < ださい。 



⑩ 


通話する 


Bluetooth 機能搭載の携帯電話で通話を行なうには、 L ソ下の内容をご確認ください。 

-携帯電話の S 山 etoo め機能が有効になつていること。 

-本製品と S/uetoo か対応携帯電話のペアリングが HSP か HFP で完了していること。 

1本製品の電源び切れている状態で電源/ホールドボタンを左にスライドさせて、 

3秒政上長押しして < ださい。起動音び鳴り、表示画面に 
恩 ) audio-technica び表示され電源び入ります。 

2. Bluetooth 対応携帯電話の取扱説明書をご参照のラえ、 Bluetooth 接続操作 
を行なってください。 

S / ue わ0め対応携帯電話の画面のリストの中に 「 AT - PHAO 己 BT 」 と表示されます。 

HFP と HSP の両方に対応した S / ue わ0か対応携帯電話をご使用の場合は、 HFP で接続してください。 
※フ□ファイルについては、 S / ue わ0め対応パ'—ジョンとプ□ファイル（一3ぺージ）を参照ください。 



■ 電話を受ける 

着信びあると、ヘッドホンから着信音び聞こえます。 

着信時は表示画面に、 <1 > び表示されます#。 

通話ボタンを約1秒短巧しして、電話を受けます。 

通話中は、 <吕> のマークび表示されます。 

※携帯電話によっては発信ちのま号や発信ち名などを 
表示する場合びあります。 

• 通話ボタンを2秒政上長押しすると着信拒否します。 

参受話音量を調整するには、音量ボタンの+または一を押して 
音量を調整します。 

■ 電話をかける 

ご使用の携帯電話を操作して電話をかけてください。 

本製品から発信音び聞こえない場合は、通話ボタンを 
2秒政上長巧ししてください。音声び切り換わります。 

発信時は表示画面に、 <3> び表示されます。 

■ 電話をリダイヤルする 

ご使用の携帯電話の待機中に、通話ボタンを 
2秒政上長巧しし、 U ダイヤルします。 

最後にかけた電話番号に発信します。 

発信時は表示画面に、 <3> び表示されます。 

※ご使用の携帯電話によっては対応していなし化の 
をあります。 

■ 電話を切る 

本製品の通話ボタンを約1秒短巧しして、通話を終了します。 



<1> 着信中表示画面 


RECEIVING 


<2> 通話中表示画面 


た 


<3> 発信中表示画面 


CALL 


エフェクト機能について（つづき) 


エフェクトモードは 「MUSIC < DYNAM に >」、 「MUSIC <BASS BOOST 〉」、 
「 MOVIE 」、「 GAME 」 の 4 つがあります。 

srs の MUSIC <DYNAMIC> :奥行さ感のあるボーカルと音の明瞭感を引き立てます。 

srs 房 MUSIC <BASS BOOST> :バランスのとれた豊かなほ域再生を実現します。 

srs の MOVIE :音の広び D 感を得やす<動画再生などに最適です。 

srs の GAME: 奥行さのある立体的な音場でゲームをするとさに最適です。 

OFF: ヘッドホンアンプのみの再生音です。 

※電源を OFF にし再接続した場合でも、前回選択したエフェクトモードになります。 


お手入れのしかた 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。 

お手入れの際は、アルコール、シンナーなど溶剤類は使用しないでくださし、。 

参本体について . 乾いた巧で本体の巧れをないてください。 

表示画面は傷付さやすいので、強 < こすらないで < ださい。 


♦へッドホンについて •• •• ■ 乾いた巧で本体のちれを拭いてください。 

特にィヤピース接軸面（ち図参照)は、ィヤピースを通して 
巧脂などのちれび付着します。ちれび付着したまま使用 
すると、ィヤピースびがれやすくな0ます。こまめに 
ちれを巧いて < ださい。 

なお、音び出る部分は繊細なため、軸らないよラにして 
ください。故障の原因にな0ます。 

♦コードについて . 汗などでちれた場合は、使用後すぐに乾いた巧で拭い 

て<ださい。汚れたまま使用すると、コードび劣化して 
固<な0、故障の原因にな0ます。 

♦プラグについて-’ • ' ' ' プラグび巧れた場合は、乾いた巧でないてください。 

プラグび巧れたまま使用すると、音とびや雑音び入る場合びあ D ます。 

* ィヤピースのお手入机ま、「ィヤピースについて」^「お手入れのしかた」を参照ください。 



イヤピースにごいて 


■ ご使用;么 

送信側己/ ue わ0め機器を操作して、 S / ue わ0め接続を切断します。 
使い終わった5本製品の電源/ホールドボタンを左へ 
スライドさせて3秒じ(上長巧しし、電源を切ります。 


■ イヤピースのサイズ/種類について 

本製品は、4サイズのシ U コンイヤピース XS、S、M、L を付属しており、お買い上げ時は 
M サイズび装着されています。 

よりよい音質で楽しんでいただくために、イヤピースのサイズを換えて、イヤピースを耳の収まりのよい位置に 
調節してください。イヤピースび耳にうまく装着されていないとほ音び聞こえにくしにとびあります。 


⑩ 


■ お手入れのしかた 

へッドホンからイヤピースをかし、ラすめた中性洗剤で手洗いしてください。 
洗を後は乾いてからご使用<ださい。 












































































































イヤピースについて（つづを) 


巧電のしかた（別売の USB 巧応 AC アダプターを®用する) 


■ 交換のしかた 

イヤピースをかし、新しいイヤピースを斜めから巧し当てます。（図参照） 
内側を広げるように強く押し込み、奥までしっかり取り付けてください。 

※イヤピースびかれにくい設計にしているため、取0付けびさつくなっています。 



A ミち意 


• イヤピースはちれび付さやすいため、定期的に取0かしお手入れをしてください。 

ちれび付いたまま使用すると、イヤピースを通して本体の音び出る部分び巧れ、音質び悪くなる恐れびあります。 
参イヤピースは消耗品のため、保存や使用によ0劣化します。嵌合びゆるくなるなどの劣化び見られた場合は 
交換イヤピースを販売店でお買いまめください。 

♦一度外したイヤピースを本体に付ける際は、確実に取0付けられているかを確認してください。 

イヤピースび耳の中に残ったまま放置すると、けびや病気の原因にな0ます。 


リセット機能にごいて 


万一、本製品の操作びできなくなってしまった場合には、これを解除するためのリセットボタンを設けてい 
ます。下記手順に従って、本製品をリセットしてください。 


ち図のように細い棒などをリセット穴に 
差し込み、1」セットボタンの感触びある 
まで巧して < ださい。1」セットボタンび 
巧されると電源び切れます。 


※この操作をしてもペア U ング情端ま削除さ 
れません。 



故障かな？と思った S 


[ qi . 電源び入らない 


パソコンで充電する卜巨ぺージ） m 外にも、 USB 対応 AC アダプター AD - SU 已〇已 JEA (別売）を 
使用して充電することができます。 

* 充電中は Bluetooth の接続び切れますので、本製品を使用することはでさません。 


1. 本製品のマイク nus 目ジャックに付属の充電用 USB ケースレを接続します。 

2. 充電用 USB ケースレを充電アダフターの USB ジャックに接続します*1。 _ 

3. AC100V コンセントに USB 対応 AC ァダフターを接続してください。 【充電中の表画面】 


4. 充電び開始されると本体の表示画面に0マークび点打し、残量バー 

び点滅します。充電開始から約3時間で充電完了となります* 2 。 ^ n ^ご^因^を 

満充電樹ま、残量ノ (一び全点口します。 L_r _____^ 

5. 充電用 USB ケースレを外します。自動的に電源び OFF になります。 

《1正しく接続されていない場合、本体の0マークは点なしません。 


※吕空の充電ミ也を充電完了にするための目安の時間です。 

電ミ也残量びある場合には、短い時間で充電完了にな D ます。 


【満充電時の表お画面】 

|| 


■綺阔因 ■ 


USB 対応 AC アダプター マイク aUSB 

AD - SU 已〇已 JEA (別売） ジャック 



充電用 USB ケーブル 


電池残量が少なくなった場合 

警告音び鳴り、0マークび点滅します。 

本体の電池び完全にな<なると終了音び鳴り、電源び自動的に切れます。 
□ マークび点滅しはじめたら、充電してください。 


A 1. 電池残量はありますか？一 巧電してくださし、。 
[ Q 2. ペアリングがでをない/完了しない 


充電時間 


約3時間 


A 1. 本製品と相手側 Bluetooth 機器び離れていませんか？ 

一本製品と相手側 Bluetooth 機器を Im 似内に近付けて再度ペアリングをしてください。 

A 2. 相手側 Bluetooth 機器は適合機種でずか？一 適合を確認してください。 

A 3. プ□ファイルの設定は完了していますか？ 

一相手側 Bluetooth 対応機器の取扱説明書を確認し、プ□ファイルの設定を完了させてください。 

[ Q 3. S/t/etoo 化 接続がでさない I 

A 1. 本製品と相手側 Bluetooth 機器の電源び入つていますか？一 電源を入れてください。 

A 2. 相手側 Bluetooth 機器の Bluetooth 機能は有効になってしほずか？ 一 Bluetooth 機能を有効にしてくださし、。 


[ Q 4. 音び出ない(音楽再生時） 

A 1. ヘッドホンのプラグはきちんと奥まで差し込まれていますか？ー プラグを奥まで差し込んでください。 
A 2. 本製品や相手側 Bluetooth 機器の電源び入っていますか？一 電源を入れて<ださい。 

A 3. 本製品と相手側 Bluetooth 機器び A 吕 DP で接続されてし、ますか？ 一 A 2 DP 接続してください。 

A 4. 相手側 Bluetooth 機器び再生されていまずか？一 再生してください。 

A 已.本製品の音量びルさくありませんか？また接続した機器側の音量びルさくありませんか？ 

-音量を調整してください。 



* 使用を件により異な D ます。 

• 本製品はがドの原因などにより、充電中に異常びあると、充電び完了してしのくても残量バーび全点なすることびあります。 
-動作保証温度範囲 （5° C 〜 45° C ) から外れる場合 
-充電式電池に問題びある場合 

この場合、ちラー度上記の温度範囲内で充電を行なってください。 

それでち充電されない場合は、当社のサービスセンターにご相談ください。 

• 初めて充電を行なったとを、または長い間使用しないとさは、充電式電ミ也の持続時間び短くなることびあります。 

何回か充放電を繰り返すと、通常どおり充電できるよラになります。 

• 使用可能時間び通常の半分ぐらいに低下した場合は、充電式電ミ也の寿命と考えられます。 

充電式電池の交換については、お買い上げ店または当社のサービスセンターにご相談ください。 

• 急激な温度変化や、直射日光、結露、砂、ほこりや電気的な衝撃を避けてください。 

また駐車中の車内には、絶対に放置しないでください。 



が障かな？と思った S (つづを） 


テクニカル データ 


[ Q 日.音が歪む、途切れる(音楽再生時） 

A1. 本製品や相手側 Bluetooth 機器の近くに 2.4GHz 帯の周波数を使用ずる電モレンジや 
無線などの機器はありませんか？一 それらの機器と離して使用してください。 

A2. エフェクト機能び ON になってしほせんか？一 再生ソースによっては、エフェクトにより音び歪む場合びありまず。 
その場合は、エフェクト機能を OFF にしてください。 

A3. 相手側 Bluetooth 機器で複数のアプリケーションび起動してしほはんか？一 一部①携帯電話などでは複数の 
アプリケーンョンび起動してしぶと、音楽や音青び途切れる場合びありまず。 

A4. 相手側 Bluetooth 機器と離れて使用していませんか？ 

一相手側 Bluetooth 機器を近付けて、電波の届く請囲で使用してください。 

A 己.相手側 Bluetooth 機器は適合機種でずか？一 適合を確認してください。 

A6. スマートフオン用など4極ミニプラグのヘッドホンび接続されてし、ませんか？ 

一本製品は4極ミニプラグには対応しておりません。 

[ Q 巨.音質が悪い(音楽再生時） 

A1. 本製品や相手側 Bluetooth 機器が、 HFP/HSP の Bluetooth 接続になっていませんか？ 

一がりが00化接続を A2DP に切り換えてください。 

[ Q ス顧舌相手の声が聞こえない（通話時） 

A 1. ヘッドホンのプラグはさちんと奥まで差し込まれていまずか？ー プラグを奥まで差し込んでください。 

A2. 本製品や相手側 Bluetooth 対応携帯電話の電源び入っていますか？一 電源を入れてください。 

A3. 本製品を相手側 Bluetooth 機器び HFP または HSP で接続され てし、 まずか？ 

一 HFP または HSP で Bluetooth 接続してください。 

A4. 相手側 Bluetooth 携帯電話の音楽設定び、通話中に本製品を使用する設定になっていまずか？ 

一 Bluetooth 携帯電話の音青設定で、本製品を使用でさるよラに設定してください。 

A 已.本製品の音量びルさくありませんか？一 音量を調整してください。 

A6. 接続した携帯電話の音量まルさくありませんか？一 音量を調整してください。 

A7. スマートフオン用など4極 S ニプラグのヘッドホンび接続されていませんか？ 

一本製品は4極ミニプラグには対応しておりません。 

[Q8. 通信距離が短い（通話時） 


• ヘッドホン部 ( ATH - CKM 已〇 05) 

型式 ：ダイナミック型 

ドライパー :012.5 mm 

出力音圧レベル :1〇已 dB/mW 

再生周波数帯域 :己〜2己,000 Hz 

最大入力 : 200 mW 

インピーダンス ：160 

プラグ ：¢3.已 mm 金メッキステレオミニプラグ 

コード長 ： 0.6 m(Y 型※）※左もの〕-ドの長さが同じです。 

• 本体部 ( AT - PHA 0 已 BT ) 

マイク型式 
マイク指向性 
マイク感度 
マイク周波数帯域 
最大出カレベル 
出力端子 
電源 

外形寸法(クリップ除く） 

使用ミ品度節囲 
表示部 
連続通信時間 
連続待ち受け時間 
巧電時間 

• 通信仕様 
通信方式 
出力 

最大通信距離 
使用周波数帯域 
変調方式 

対応 S / ue わ〇化プ□ファイル： A 2 DP 、 AVRCP 、 HFP、HSP 
対応コーデック ： SBC 

対応コンテンツ保護 : SCMS-T ち式 

伝送帯域 : 20〜20,000 Hz (44. 1 kHz ヴンプ U ング樹 


エレクトレットコンデンサー型 
無指向性 

-40 犯 （lV/Pa,atlkHz) 

1〇〜4,000 Hz 

30mW+30mW(16Q、T.H.Dlo/o) 

¢3.己 mm ステレオ三ニジャック 
DC3.7V U チウムポI」マー充電池(内蔵式） 

W20 X H70 X D1 己 mm 
己で〜4已で 
有機 EL (単色） 

最大約 8 時間(音楽再生時間を含む) ※使用を件こよ D 異な D ます。 
最大約 200 日寺臣 1※使用を件によ D 異な D ます。 

約 3 時間※使用条件により異な D ます。 


S / ue わ 0 化標準規格 Ver .2.1 +EDR 準拠 
巨/ ue わ 0 化標準規格 Power Class 2 
見通しの良い状態で1 Om 政内 
2'4 GHz 帯 (2. 402 GHz 〜 2. 480 GHz ) 
FHSS 


A 1. 本製品や相手側 Bluetooth 機器の近くに 2.4 GHz 帯の周波数を使用して し、 る電子レンジや無線などの 
機器はありませんか？一 それ日の機器と離して使用してください。 

A 2. 本製品を相手側 Bluetooth 機器に近付けてご使用ください。 

[ Q 9. 本体表示画面に電話番号や楽曲タイトルが表示されない 

A 1. 携帯電話によって表示内容び異なります。着信時に発信者名をヘッドセットに送信する機能を持った Bluetooth 
対応携帯電話でち非通知設定の場台は、電話番号や発信者名の表示びされません。 

A 2. 接続機器び AVRCP 1.3 似上でも楽曲タイトル送信機能に対応していない場合、日本語楽曲び表示されません。 


• 質量 ：本体:約21邑、ヘッドホン部:約ス4邑(コード除く） 

• 付属品 

巧電用 USB ケーブル （1.0 m )、 イヤピース ( XS ， S ， M ， L ) 

•別売 

USB 対応 AC アダプター: AD - SU 已〇已 JEA 
交換イヤピース： ER - CKM 已已 XS ， S ， M，L 

(改良などのため予告な < 変更することびあります。） 


[ Q 10. 巧電でさない 

A 1. 本製品とパソコンに充電用ヶーブルびしっかり接続されてしほすか？ 

一しっかり奥までまっすぐ差し込んでください。 

A 2. パソコンの電源び入っていますか？ー パソコンの電源を入れてください。 

A 3. パソコンびスリープ状態に入ってしほせんか？ー パソコンの電源設定をご確認くださし、。 
A 4. 別売の USB 対応 AC アダプターをご使用の場合は、正しく接続されていますか？ 

-接続をご確認ください。 




* Bluetooth ワードマークおよび□ゴは、 Bluetooth S に， Inc. の所有であり、株式会社才ーディオテクニカは、 
ライセンスに基づさこのマークを使用しています。他のトレードマークおよびトレード名称については、 
個々の所有者に帰属するちのとします。 


アフターサービスについて 

本製品をご家庭用として、取扱説明や接続-注意書さに従ったご使用に 
おいて故障した場合、保証書記載の期間•規定により無料修理をさせて 
いただをます。修理がでさない製記の場含は、交換させていただをます。 
お買い上げの隙の領収書またはレシートなどは、保証開始曰の確認のた 
めに保証書と共に大切に保管し、修理などの際は提示をお願いします。 


株巧会なザ — テ ‘ イザテマニク！ 

干] 94-8666 東京都町田市成瀬220目 
http :// www . audio - technica . co.jp 


お問い合わせ巧 (電話受付/平日 目 : 日日〜 17:3 日） 

製品の仕様•使いかたや修理•部品のご相談は、販売店または当社お客様 
相談窓□およびホームページのサポートまでお願いします。 

♦お客様相談窓口 ( 製品の仕様 • 使いかた） ^ 01 20 - 773-417 
(携帯電話 ‘PHS などのご利用は日3-日74日-0211 ) 

FAX : 日 42-73 日 - 白 ] 2 日 E メール： support@audio-technica.co.jp 
♦ ヴービスセンター ( 修理 • 部品） 画 , 01 20 - 887-4 1 己 

(携帯電話 ’PHS などのご利用は日3-日74日-021 2) 

FAX : 日 42-73 日 -912 日 E メール： servicecenter@auclio-technica.co.jp 
♦ ホームページ ( サポート） 
www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 






































































